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はじめに 

我が国においては、2012 年 7 月 1 日に開始された固定価格買取制度により、再生可能エ

ネルギーの発電設備容量が太陽光発電を中心に急速に増大し、2015年 3月末時点で約 3,942

万 kW達している(資源エネルギー庁、2016年 3月)となっている。ただし、2014年度のわが

国の発電電力量の内、再生可能エネルギーの占める割合は水力発電を除いて約 3.2％に過ぎ

ない。 

今後、再生可能エネルギーの導入を増やすためには、他の再生可能エネルギーよりも優位

性(発電原価が安価、単位面積当たりの出力が大きい等)の高い風力発電、それもポテンシャ

ルの膨大な洋上風力発電が欠かせない。一方で、近年の陸上風力発電の導入拡大に伴い、騒

音・超低周波音、バードストライク等による環境影響の問題が顕在化しており、また洋上風

力発電においては建設・運転事例が少ないことから環境影響の程度も十分に明らかになっ

ていない。洋上風力発電の円滑な導入のためには、環境影響評価法(2013年 4月 1日、完全

施行)の下で、洋上風力発電事業に対する環境影響評価が適切に実施されることも重要であ

る。 

 国内における洋上風力発電に係る環境影響評価事例は現時点で少数であり、洋上風力発

電事業者が環境影響評価を実施するに当たっての参考図書等も十分に整理されていない。 

そのため、本調査研究では日本国内で初の試みとなった沖合での洋上風力発電である、

銚子沖・北九州市沖着床式洋上風力発電実証研究の環境影響評価成果や既往の洋上風力発

電の環境影響評価資料等を基に、着床式洋上風力発電に係る環境影響評価手法の事例とし

て取りまとめた。

  


